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【研究の背景・目的】 
北太平洋亜寒帯域で起こる珪藻の増殖は、水産資源

や CO2 の吸収などの「海の恵み」を支えている。珪藻
が増殖するためには、その外殻を形成するためのケイ
素（Si）が欠かせない。また、珪藻は他藻類に比べて
鉄（Fe）の要求量が大きい。このため海洋で珪藻が優
占するためには、いかに Si や Fe が、他の栄養塩であ
る硝酸塩（N）やリン酸塩（P）に対してより多い比（Si
と Fe が豊富な化学的プロパティ）で海洋表層に供給
されるのかが重要な鍵となる。本研究では、北太平洋
の「海の恵み」を支える栄養物質の化学的プロパティ
を制御する仕組みを解明することを目指す。 

我々の研究グループはこれまで、北太平洋中層の栄
養塩プールの形成と海峡部で起こる混合が、中層と表
層の N や P の栄養塩を繋ぐ重要な役割を果たしてい
ることを明らかにしてきた。一方、Si はより深い深度
で溶解するため、この表層–中層の循環系から除去さ
れてしまうはずである。しかし、北太平洋亜寒帯域は
世界で最も Si が豊富な水塊となっており、表層の珪藻
の生産を支えている。ここで、「なぜ北太平洋中層水は
Si が豊富になるのか？」については明らかになってい
ない。また、これまでに、Fe はオホーツク海陸棚の堆
積物から供給され、海氷生成が駆動する北太平洋中層
循環によって長距離移送されている事が把握された
が、「なぜ除去されやすい Fe が北太平洋中層水に留ま
って長距離移送されるのか？」は未だ不明である。本
研究では「なぜ北太平洋中層水は Si や Fe が豊富な水
塊になるのか？」を把握し、西部北太平洋やオホーツ
ク海で珪藻が大増殖する仕組みを解明する。 

 

【研究の方法】 
・ロシア EEZ の縁辺海を含めた北太平洋中層循環域
の栄養物質（Fe, Si, N, P）データセットを作成する。 
・なぜ北太平洋中層水は Si 豊富になるのかを明らか
にするために 2 つの仮説の検証に取り組む。仮説 1 は、

オホーツク海東部から北部にかけた大陸棚から北太
平洋中層循環に Si 取り込まれることを想定し、新たな
観測とデータセットの解析を行い検証する。仮説 2 は、
ベーリング海西部海盆域に存在する世界一高い Si 濃
度を持つ深層水から Si が北太平洋中層循環に取り込
まれることを想定し、観測研究を実施して検証する。 
・オホーツク海大陸棚から北太平洋中層水へ Fe が高
濃度で長距離移送される仕組みを明らかにするため、
北太平洋中層水内の Fe の存在状態を観測する。 
・西部北太平洋やオホーツク海で珪藻が大増殖する仕
組みを明らかにするため、日本三陸東方沖と南部オホ
ーツク海を対象海域として、中層水から表層に移行す
る栄養物質フラックス比を把握し、表層の珪藻類の生
理活性を測定する。 
・温暖化の影響で起こっている海氷の減少と中層循環
の弱化が、植物プランクトン群集種組成や量にどのよ
うな影響を与えるのかを数値モデルを用いて予測す
る。 

【期待される成果と意義】 
本研究によって、地球規模海洋コンベアベルト終焉

部である北太平洋亜寒帯域の「海の恵み」を生み出す
栄養物質の化学的プロパティを制御する仕組みが定
量的に明らかになる。この新知見を、基礎生産を表現
する数値モデルに組み込むことで、温暖化にともなう
海氷減少や中層循環の弱化が将来の「海の恵み」にど
のような影響を与えるのかを予測できるようになる。
「海の恵み」を生み出す仕組みを理解することは、国
連開発計画の SDG14「海の豊かさを守ろう」に掲げら
れた「海洋生態系の保全と持続的な海洋資源利用」の
方向性を示すことにつながる。また、SDG14 の達成の
ために 2021 年度より 10 年間かけて国連で取り組まれ
る UN Decade of Ocean Science に科学的な知見を提供
することで貢献できる。 
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図 1 北太平洋中層水からの Si の除去と付加（仮説 1、2） 

 

 


